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代
表
質
問　

１
９
９
８
年
８

月
、
総
務
部
長
を
団
長
と
す
る

訪
問
団
が
江
蘇
省
を
訪
れ
、
鹿

児
島
県
・
江
蘇
省
交
流
協
議
会

協
定
書
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

以
降
、
交
流
協
議
会
が
交
互
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
知
事
の

中
国
と
の
交
流
事
業
へ
の
参
画

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

知
事　

中
国
と
は
、
平
成
25

年
８
月
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
（
基
本
合
意
）

を
締
結
し
た
精
華
大
学
と
青
少

年
、
学
術
、
経
済
な
ど
幅
広
い

分
野
で
交
流
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
本
年
３
月
に
は
副
学
長

が
来
県
し
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
昨
年
12
に
は
日
中
平
和

友
好
条
約
締
結
45
周
年
の
記
念

式
典
に
参
加
し
、
呉
江
浩
中
国

駐
日
本
特
命
全
権
大
使
を
は
じ

め
と
す
る
中
国
関
係
者
と
の
関

係
構
築
に
務
め
た
。

　

令
和
５
年
５
月
１
日
現
在
、

県
内
10
大
学
に
３
４
４
人
の
中

国
留
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
上
海
事
務
所
、
香
港
事

務
所
を
有
し
、
中
国
と
の
経
済

交
流
、
県
産
品
の
販
路
拡
大
や

輸
出
入
の
促
進
も
活
発
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
政
府
は
、
対
中
国
を
意

識
し
た
防
衛
費
増
額
、
自
衛
隊

基
地
増
設
、
自
衛
隊
と
米
軍
の

共
同
訓
練
も
頻
繁
に
行
っ
て
い

ま
す
。
鹿
児
島
県
が
取
り
組
む

べ
き
は
、
中
国
脅
威
論
に
惑
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
平
和
地
域
外

交
で
県
民
の
利
益
と
平
和
を
築

く
こ
と
で
す
。
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6
月
議
会

日
中
平
和
友
好
前
進
に
向
け
て

地
域
外
交
で
平
和
と
県
民
の
利
益
を

日
中
平
和
友
好
前
進
に
向
け
て

地
域
外
交
で
平
和
と
県
民
の
利
益
を

　

代
表
質
問　

２
０
２
３
全
国

消
費
者
物
価
指
数
は
、
前
年
の

3
・
1
％
増
、
日
銀
発
表
で

は
、
今
後
も
物
価
上
昇
は
続
く

と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
ま

す
。
物
価
高
に
よ
る
県
民
生
活

へ
の
影
響
と
物
価
高
騰
対
策
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

総
合
政
策
部
長　

国
に
お
い

て
は
、
燃
料
油
価
格
・
電
気
・

ガ
ス
料
金
の
激
変
緩
和
措
置
を

講
じ
て
い
る
。
県
に
お
い
て

も
、
保
育
所
や
県
立
学
校
等
へ
の

給
食
費
等
の
支
援
、
市
町
村
が
実

施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
支
援
、
さ
ら
に
は
燃
料
油
や
飼

料
の
価
格
高
騰
に
対
す
る
生
産

者
と
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
、

医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設
等

へ
の
光
熱
費
支
援
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。

　

代
表
質
問　

連
合
鹿
児
島
は

「
価
格
転
嫁
の
実
効
施
策
」

「
改
正
労
働
基
準
法
の
時
間
外

労
働
（
２
０
２
４
年
）
問
題
」

な
ど
に
つ
い
て
知
事
に
要
請
し

て
い
ま
す
。
県
の
施
策
に
つ
い

て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

商
工
労
働
水
産
部
長　

県
で

は
「
適
切
な
価
格
転
嫁
」
に
向

け
て
、
関
係
団
体
等
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
行
っ

た
事
業
者
へ
の
補
助
金
審
査
時

の
加
点
措
置
、
融
資
制
度
に
お

け
る
保
険
料
率
の
引
き
下
げ
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
の

「
労
務
費
の
適
正
な
転
嫁
の
た

め
の
価
格
交
渉
に
関
す
る
指

針
」
や
価
格
交
渉
支
援
ツ
ー
ル

な
ど
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
さ

ら
に
、
生
産
性
と
付
加
価
値
の

向
上
に
向
け
て
、
中
小
企
業
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
、
製
造
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
等
の

導
入
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　　

イ
ン
フ
レ
に
は
２
種
類
あ
り

ま
す
。
良
い
イ
ン
フ
レ
は
需
要

の
高
ま
り
で
価
格
が
上
が
る

「
デ
ィ
マ
ン
ド
イ
ン
フ
レ
」
で

す
。
が
、
日
本
の
場
合
、
需
要

が
上
が
ら
な
い
の
に
原
料
や
燃

料
な
ど
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
悪
い
イ
ン

フ
レ
「
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン

フ
レ
」
で
あ
り
、
需
要
が
停
滞

し
た
ま
ま
の
イ
ン
フ
レ
は
、
原

料
価
格
の
転
嫁
が
難
し
く
悪
循

環
に
陥
っ
て
い
き
ま
す
。
価
格

転
嫁
が
可
能
と
な
る
国
内
需
要

の
喚
起
政
策
が
必
須
で
す
。

　

物
価
高
が
進
み
26
ヶ
月
実
質

賃
金
が
下
が
り
続
け
る
中
で
、

賃
金
労
働
者
や
年
金
生
活
者
の

生
活
は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
税
や
社
会
保
障
費
、
消

費
税
負
担
も
生
活
ひ
っ
迫
に
拍

車
を
か
け
て
い
ま
す
。
正
規
・

非
正
規
・
公
務
員
・
民
間
労
働

者
・
年
金
生
活
者
問
わ
ず
、
賃

金
引
き
上
げ
や
減
税
で
暮
ら
し

の
底
上
げ
が
必
須
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
燃
料
や
原

材
料
等
の
異
常
な
高
騰
で
、
厳

し
い
経
営
が
続
い
て
い
る
中
小

零
細
企
業
や
個
人
事
業
主
へ
の

政
府
支
援
策
な
ど
の
積
極
財
政

を
政
府
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
県
議
会
（
第
２
回
定
例
会
）
が
、
５
月
27
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
の
23
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
補
正
予
算
と
し
て
、
新
興
感
染
症
発
生
時
に
備
え
た
医
療

機
関
に
お
け
る
施
設
整
備
等
の
支
援
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
曽
於
地
区
に
お
け

る
新
た
な
特
別
支
援
学
校
の
整
備
に
要
す
る
経
費
、
県
議
会
議
員
（
姶
良
市
区
）

の
補
欠
選
挙
に
要
す
る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
連
合
の
代
表
質
問
に
は
湯
浅
慎
太
郎
氏
、
一
般
質
問
に
宇
都
恵
子
氏
が
立

ち
、
円
安
・
物
価
高
に
お
け
る
県
民
生
活
へ
の
影
響
と
総
合
緊
急
対
策
の
実
効

性
、
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
効
果
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
質
問
し
、
県
執
行
部
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

日
本
の
国
益
は

　
　
　

中
国
と
の
共
存

日
中
平
和
友
好 

九
州
地
方
議
員
団
訪
中
報
告

　

日
中
平
和
・
互
恵
関
係
を
再
認
識

　

今
回
の
訪
中
団
報
告
が
掲
載

さ
れ
た
「
日
本
の
進
路
６
月

号
・
７
月
号
」
を
頒
布
２
０
０

円
で
配
布
し
ま
す
。
私
の
訪
中
報

告
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
17
日
に
東
京
都

豊
田
区
で
開
催
さ
れ
た
緊
急
集

会
「
日
中
戦
争
回
避 

国
交
正
常

化
の
原
点
に
戻
ろ
う
」
全
記
録

も
頒
布
１
０
０
円
で
配
布
し
ま

す
。  
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資
機
材
・
物
価
高
騰
対
策

生
活
・
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け
て

お
知
ら
せ

内　

容

連
絡
先

報告集 日本の進路 日中戦争回避パンフ

同朋寺(坂元町)での六月灯にて

　

４
月
23
日
か
ら
28
日
の
日
程

で
「
日
中
不
再
戦 

平
和
友
好

を
進
め
る
九
州
自
治
体
議
員
の

会
」
で
北
京
・
南
京
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
や

江
蘇
省
人
民
代
表
大
会
常
任
委

員
会
へ
の
表
敬
訪
問
、
中
華
人

民
抗
日
戦
争
記
念
館
や
盧
溝

橋
、
南
京
大
虐
殺
記
念
館
さ
ら

に
は
江
蘇
福
岡
友
好
桜
花
園

（
福
岡
県
民
か
ら
の
約
３
０
０

０
本
の
桜
の
植
樹
公
園
）
訪
問

な
ど
、
日
中
戦
争
の
実
録
を
直

視
す
る
と
と
も
に
日
中
友
好
の

足
跡
、
さ
ら
に
「
日
中
不
再

戦
」
「
互
恵
関
係
」
を
再
認
識

し
た
訪
中
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

劉
江
永
中
国
精
華
大
学
国
際

関
係
院
教
授
は
、
『
日
中
不
再

戦
は
、
平
和
へ
の
誓
い
・
志
の

言
葉
で
も
あ
る
。
日
中
平
和
宣

言
締
結
当
時
は
「
友
好
の
船
」

「
友
好
の
翼
」
な
ど
平
和
へ
の

気
持
ち
を
も
っ
て
盛
ん
に
交
流

し
合
っ
て
い
た
。
国
交
正
常
化

は
、
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
誓
い

で
あ
り
本
当
の
安
全
保
障
だ
と

思
う
』
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
２
年
９
月
29
日
の
日

中
平
和
共
同
声
明
は
、
日
中
国

交
正
常
化
の
実
現
を
謳
い
、
日

本
国
政
府
は
中
華
人
民
共
和
国

政
府
が
中
国
の
唯
一
の
合
法
政

府
（
台
湾
は
中
国
領
土
の
不
可

分
の
一
部
）
で
あ
る
こ
と
を
承

認
し
た
上
で
、
①
中
国
政
府

は
、
中
日
両
国
国
民
の
友
好
の

た
め
に
、
日
本
国
に
対
す
る
戦

争
賠
償
の
請
求
を
放
棄
す
る
。

③
両
政
府
は
・
・
・
す
べ
て
の

紛
争
を
平
和
的
手
段
に
よ
り
解

決
し
、
武
力
又
は
武
力
に
よ
る

威
嚇
に
訴
え
な
い
、
な
ど
が
宣

言
さ
れ
、
相
互
の
友
好
関
係
の

発
展
は
両
国
国
民
の
利
益
に
合

致
す
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。
そ

の
６
年
後
の
１
９
７
８
年
、

「
日
中
平
和
友
好
条
約
が
結
ば

れ
、
日
本
と
中
国
は
将
来
に
わ

た
っ
て
経
済
・
文
化
的
交
流
・

平
和
友
好
関
係
の
発
展
を
約
束

し
た
の
で
す
。

和をもって貴しと為す
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代
表
質
問　

県
警
の
不
祥
事

の
多
発
は
２
０
１
８
年
に
も
問

題
に
な
り
、
国
家
公
安
委
員
会

が
「
警
察
行
政
の
透
明
性
を
確

保
し
、
県
民
の
信
頼
回
復
の
た

め
に
、
情
報
秘
匿
の
体
質
を
改

め
、
情
報
公
開
に
真
剣
に
取
り

組
む
べ
き
」
と
す
る
緊
急
提
言

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
職
員
の
不
祥
事
案
の
会
見

は
ほ
ぼ
開
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
本
部
長
就
任
後
は
、
激
減

し
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

今
回
、
藤
井
元
巡
査
長
に
よ

る
大
量
の
捜
査
情
報
の
漏
え
い

と
い
う
前
代
未
聞
の
事
件
に
つ

い
て
被
告
人
は
「
警
察
組
織
を

正
し
た
か
っ
た
」
と
訴
え
て
お

り
、
捜
査
の
放
置
・
不
作
為
の

内
部
告
発
で
は
な
い
か
と
の
指

摘
も
あ
り
ま
す
。
県
警
本
部
長

の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

県
警
本
部
長　

藤
井
元
巡
査

長
が
個
人
の
犯
罪
履
歴
や
事
件

処
理
簿
な
ど
を
情
報
漏
え
い
し

た
事
件
の
犯
行
の
動
機
は
「
情

報
を
提
供
す
る
見
返
り
に
様
々

な
話
が
入
り
や
す
く
す
る
こ
と

で
自
己
に
対
す
る
組
織
の
評
価

を
高
め
た
か
っ
た
」
と
い
う
の

が
公
の
調
査
結
果
で
あ
る
。

　

６
月
５
日
、
国
家
公
務
員
法

の
守
秘
義
務
違
反
で
逮
捕
さ
れ

た
本
田
前
部
長
が
、
勾
留
理
由

開
示
手
続
き
の
法
定
で
「
野
川

明
輝
本
部
長
が
県
警
職
員
の
犯

罪
行
為
を
隠
蔽
し
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
許
せ
な
か
っ
た
」

と
情
報
漏
え
い
の
動
機
が
述
べ

ら
れ
た
こ
と
で
、
組
織
ぐ
る
み

の
不
正
隠
蔽
を
告
発
す
る
内
部

告
発
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
総
務
警
察
委
員
会
で

学
童
保
育
支
援
員
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題

№35号№35号

　

本
田
前
部
長
が
隠
蔽
と
告

発
し
た
事
案
の
一
つ
で
あ
る

枕
崎
署
巡
査
部
長
の
盗
撮
事

案
に
つ
い
て
県
警
は
、
『
令

和
５
年
12
月
19
日
、
枕
崎
署

か
ら
警
察
官
の
犯
罪
の
疑
い

事
案
が
県
警
主
席
監
察
官
に

報
告
が
あ
っ
た
。
本
部
長
は

「
警
察
職
員
が
犯
人
と
は
断

定
で
き
な
い
」
と
判
断
し

て
、
引
き
続
き
枕
崎
署
で
捜
査

を
尽
く
す
と
と
も
に
教
養
（
研

修
）
を
実
施
す
る
よ
う
指
示
し

た
。
（
枕
崎
署
に
は
捜
査
中
止

と
間
違
っ
て
伝
わ
り
２
日
間
捜

査
が
中
断
）
そ
の
後
、
３
月
19

日
容
疑
者
が
浮
上
し
報
告
書
を

作
成
。
人
事
異
動
発
令
や
署
員

不
祥
事
が
続
き
逮
捕
は
５
月
13

日
に
な
っ
た
』
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

時
系
列
を
み
て
推
測
す
る

に
、
ハ
ン
タ
ー
へ
の
家
宅
捜
索

が
４
月
８
日
、
そ
こ
で
発
見
し

た
本
田
前
部
長
の
内
部
告
発
文

書
に
慌
て
た
県
警
は
、
放
置
し

て
い
た
枕
崎
署
員
に
よ
る
盗
撮

事
件
の
解
決
を
急
ぎ
、
経
緯
を

ね
つ
造
し
た
の
で
は
な
い
か
と

の
疑
い
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

「
防
犯
カ
メ
ラ
に
署
の
捜
査

車
両
ら
し
き
車
が
写
っ
て
い
た

が
署
員
が
犯
人
と
い
う
証
拠
に

乏
し
か
っ
た
」
と
の
口
頭
で
の

説
明
も
理
解
し
が
た
い
が
、
３

月
18
日
に
容
疑
者
が
浮
上
し
報

県
警
の
説
明
は

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
の
感

『
明
日
は
我
が
身
』

百
条
委
員
会
で
審
査
を
尽
く
す

県
警
不
祥
事
問
題

県
警
全
体
の
隠
蔽
疑
惑　

払
拭
で
き
ず

県
警
全
体
の
隠
蔽
疑
惑　

払
拭
で
き
ず

本
部
長
は
、
隠
蔽
を
指
示
し
た

事
実
は
な
い
と
全
面
否
定
し
、

「
私
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
を
や

ろ
う
、
泳
が
せ
よ
う
と
指
示
し

た
事
実
は
な
い
。
刑
事
部
長
の

静
観
し
ろ
の
指
示
も
虚
偽
で
あ

る
。
本
田
前
部
長
は
、
公
表
を

望
ん
で
い
な
い
ス
ト
ー
カ
ー
事

件
の
被
害
者
の
個
人
名
等
の
情

報
や
公
表
さ
れ
て
い
な
い
前
刑

事
部
長
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
を
北
海
道
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
漏
え
い
し
た
こ
と
か
ら
逮

捕
、
起
訴
し
た
」
と
公
益
情
報

で
は
な
い
と
断
定
し
ま
し
た
。

　

本
田
前
部
長
の
内
部
告
発
文

書
は
、
福
岡
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
「
ハ
ン
タ
ー
」
へ
の
藤
井
元

巡
査
長
へ
の
家
宅
捜
索
で
偶
然

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
道
機
関
は
情
報
源
の
秘
匿

は
絶
対
で
あ
り
使
命
で
す
。
そ

れ
が
弾
圧
さ
れ
れ
ば
内
部
告
発

者
の
人
権
は
守
れ
ま
せ
ん
。
米

司
法
省
規
則
で
は
、
テ
ロ
や
誘

拐
な
ど
人
命
、
人
体
へ
の
差
し

迫
っ
た
危
険
性
を
避
け
る
目
的

を
除
き
、
報
道
機
関
の
取
材
資

料
の
押
収
目
的
で
の
強
制
捜
査

は
原
則
禁
止
と
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
も
子
ど
も
の
居
場
所

学
童
保
育
支
援
員
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題

学
童
保
育
も
子
ど
も
の
居
場
所

告
書
を
作
成
し
な
が
ら
５
月
13

日
の
逮
捕
と
は
不
可
解
で
す
。

　

霧
島
署
で
の
ス
ト
ー
カ
ー
事

件
で
は
、
証
拠
で
あ
る
防
犯
カ

メ
ラ
も
一
部
の
静
止
画
を
残
し

て
消
去
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
被
害
者
の
女
性

に
対
し
て
の
謝
罪
も
、
「
当
事

者
間
で
行
う
も
の
」
と
し
て
県

警
と
し
て
の
謝
罪
を
本
部
長
は

拒
否
し
ま
し
た
。
県
警
ト
ッ
プ

と
し
て
無
責
任
で
す
。

　

隠
蔽
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の

真
相
解
明
が
第
一
で
す
。
「
闇

を
あ
ば
い
て
く
だ
さ
い
」
と
勇

気
を
持
っ
て
内
部
告
発
し
た
者

の
人
権
が
守
れ
る
組
織
、
正
義

心
を
抱
く
署
員
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
も
、
百
条
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
当
事
の
関
係
者
か

ら
直
接
事
実
関
係
を
聞
き
取

り
、
第
三
者
の
視
点
で
の
県
警

改
革
で
、
県
内
の
安
心
安
全
な

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

永里弁護士（本田尚志氏の弁護人：抜粋）

　マスコミ各社様においては、捜査機関側が自己保身のために誤導的な発表

等を行う可能性があることを念頭に置き、裏付けのない一方的な報道となる

ことがないよう慎重に取材をおこなっていただきますようお願いします。

本田尚志氏のコメント（抜粋）

○私は、生活安全部長という立場にありながら、野川本部長に対して、直接

進言をすることが出来ませんでした。本部長に対し、進言をしても聞いて

はもらえないだろうと諦めてしまいました。自分の家族や将来のことも考

え、実名で公表することもできませんでした。

○今回の枕崎署の盗撮事件に関する本部長の隠蔽について知っているのは、

私を含めてごく少数の人間であった・・

○書類を送った記者の方が前刑事部長や警察内部の事情に詳しい人に取材を

してくれれば・・・私としては、枕崎署の盗撮事件が隠蔽されたことを知

ってもらえればそれで十分でした。

○今回、一般市民の個人情報が記載された書類を送付してしまったことにつ

いては、配慮が欠けており本当に申し訳ないと思っています。捜査資料の

現物を送らなくては記者も信用しないだろうし取材もできないだとうと思

っていました。

○警察職員による超過勤務詐取事案についても、内々の処分で終わっている

事案だったので取材をしてもらいたいと思い送りました。他の部長人事に

関することについても県警内で話題になっていた事柄でしたので書き足し

ました。

新
た
な
内
部
告
発

県
警 

情
報
漏
え
い
と
断
定

内
部
告
発
者
封
じ
込
め

前
代
未
聞
の
メ
デ
ィ
ア
弾
圧

　

相
次
ぐ
鹿
児
島
県
警
の
不
祥
事
問
題
に
つ
い
て
、
６
月
11
日
の
総
務
警
察
委
員
会
（
常
任
委
員

会
）
、
さ
ら
に
７
月
19
日
、
８
月
６
日
の
閉
会
中
審
査
も
行
わ
れ
、
県
警
の
調
査
報
告
等
に
つ
い
て

長
時
間
に
わ
た
る
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
警
本
部
長
の
隠
蔽
疑
惑
に
つ
い
て
の
払
拭

に
は
至
ら
ず
、
一
連
の
不
祥
事
事
案
に
対
す
る
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
も
、
情
報
漏
え
い
の
動
機
に

つ
い
て
の
分
析
が
十
分
に
成
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
警
察
職
員
の
自
覚
や
倫
理
観
向
上
な
ど
が
主
体

と
な
っ
て
お
り
再
発
防
止
の
実
効
性
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
今
後
、
県
議
会
で
の
地

方
自
治
法
百
条
に
基
づ
く
特
別
委
員
会
設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
質
問　

か
ご
し
ま
子
ど

も
子
育
て
支
援
と
し
て
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
に
つ

い
て
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
政
策
局　

放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
令
和
５
年
５
月

１
日
現
在
で
６
５
６
か
所
、
登

録
児
童
数
は
２
５
４
６
７
人
、

待
機
児
童
数
は
１
６
２
人
と
な

っ
て
い
る
。
今
後
も
利
用
児
童

数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　

県
で
は
、
定
員
増
が
見
込
ま

れ
る
３
市
６
施
設
の
ク
ラ
ブ
の

整
備
に
対
し
て
５
千
万
円
を
計

上
し
た
。
放
課
後
児
童
支
援
員

の
人
件
費
を
含
む
運
営
費
も
国

の
交
付
金
も
活
用
し
て
市
町
村

へ
補
助
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
の
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、

４
０
０
人
の
養
成
を
計
画
し
て

い
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・　

　

６
月
16
日
、
鹿
児
島
県
児
童

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
第
17
回
総

会
で
出
さ
れ
た
課
題
は
、
①
人

件
費
の
拡
充
と
地
域
間
格
差
、

事
務
手
続
き
の
簡
素
化
、
②
ひ

と
り
親
家
庭
や
非
課
税
世
帯
へ

の
公
的
助
成
金
（
学
童
利
用
料

減
免
等
）
の
導
入
、
③
支
援
員

が
継
続
し
て
働
け
る
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
質
的
後
退
に
つ
な

が
る
企
業
参
入
や
支
援
員
配
置

の
切
り
下
げ
の
動
き
に
危
惧
を

呈
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
安
心
し
て

安
全
に
過
ご
せ
る
生
活
の
場
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
地
域
・

学
校
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。

枕崎署事案に係る捜査の時系列 　

令和5年

　12.19　被害者から相談、署長指揮権として捜査開始

　12.22　首席監察官から本部長へ報告、枕崎署で捜査を　　

　　 尽くすとともに教養を実施するよう指示

　　＜12.23～24に捜査が中断、その間に犯人が再犯＞

　12.25　防犯カメラ画像回収・精査など所要の捜査開始

  12.27　署内で教養（研修）を開始

    ＜犯人も教養（研修）を受講しており、捜査対象に　　

　なっていることを暗に伝えたことになる＞

令和6年

　 1.17　被害届（盗撮）作成、現場実況見分実施

　　　 〔2.28　主席監察官・枕崎署長など人事異動内示〕

　 3.19　容疑者浮上、報告書作成

　　　 ＜3月下旬～4月始め　本田元生活安全部長が、

　　　　北海道在住記者に鹿児島県警不祥事問題を内部告発＞

　 4. 8　県警がハンターを家宅捜索

＜元巡査長の情報提供文書差押え・本田前生安部長の文書を発見＞

　 〔4.8　藤井元巡査長を情報漏えい疑いで逮捕〕

   〔4.18 公安課の元警部を不同意わいせつ疑いで逮捕〕

   〔4.29 元巡査長を地方公務員法違反で再逮捕〕

  5.1～10 枕崎署盗撮事案を本部長指揮事件に指定　

　5.13　当該職員を逮捕（6.3 起訴）

  5.31　本田前生活安全部長を情報漏えい疑いで逮捕

  6.5 　本田前生活安全部長が勾留理由開示請求の手続　　

　 　　　きで本部長の隠蔽の指示があったと訴える

川路大警視像（聲無キニ聞キ 形無キニ見ル）

県警資料提供（太文字は上山加筆）


